
橋 本 久美子

図１６ 昭和初期の鹿森（図２枠線を拡大） 別子銅山記念館所有資料 １／１，２００端出場付近地形図（昭和２３年３月１５日）
及び井上氏からの聞き取りをもとに作成

図１７ 打除社宅見取り図 別子銅山記念館所有資料 打除社宅家屋調査書より作成
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右の奥にそれぞれ湯船の跡がある．別子では，職員やそ

の家族が無料で入れる共同浴場をいたるところに設置し

ていたため，ここも共同浴場として利用されていたもの

と思われる．

お わ り に

今回，端出場周辺で行った調査では，１５項目において

産業遺産（遺構も含む）の残存を確認した．中心部に観

光施設ができていることもあり，水力発電所や大斜坑，

第四通洞などの解説は行われていたが，貯鉱庫，電話交

換所などの解説は行われていなかった．また，当時注目

を集めていた水力発電所も，立ち入り禁止になっている．

できれば，水力発電所内も公開して，シーメンスの発電

機等を見学できるようになればよいと思う．鉱山鉄道下

部線の廃線跡も，現在，立ち入りが禁止されている．事

故の可能性などを考慮しての立入禁止であると思うが，

川岸の危険なところには柵を設けるなどの工夫をして，

気軽に散策できる遊歩道にすれば，もっと多くの人が産

業遺産に触れることができる．産業遺産は残すだけでな

く，その資料の価値を把握し周知することが，後世まで

の資料存続につながる．その資料の状況を把握するため

にも，今後も産業遺産の調査を継続して行いたい．
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注

（１）産業遺産とは，近代の国民の生活を支えてきた産

業に関する機械・施設等を指す．近年，文化庁・

通産省・各地方公共団体でも産業遺産の調査・研

究が全国的に進められている．（産業考古学会

（１９９４）：日本産業遺産３００選．同文館出版 ．東
京．２４０ｐによる）

（２）採掘した鉱石を坑道内から運びだし，選鉱などを

するため，あらゆる施設が集中している採鉱部門

の拠点

（３）住友金属鉱山株式会社（１９９１）：住友別子鉱山史

下巻，住友金属鉱山株式会社．東京．ｐ１６４

（４）武田晴人（１９８７）：日本銅業史．（財）東京大学出

版会．東京．ｐ２６８

（５）合田正良（１９７４）：別子銅山．新居浜観光協会．

愛媛．ｐ２４

（６）鉱石を運ぶための専用車

職 種 男 子 女 子

坑 内

支柱夫 ８１．５１ －

削岩機夫 ７１．８４ －

坑夫 ６６．９５ －

負夫 ６１．１８ －

その他 ６０．６６ －

坑 外

機械夫 ５２．１４ ２３．９６

運搬夫 ５８．７７ １３．７８

選鉱夫 ５０．０８ ２０．０１

製錬夫 ６１．５８ １８．５３

その他 ４８．８３ ２３．８０

全 平 均 ５５．２７
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表５ 労働者１人１カ月あたり実質賃金（大正１３年末）
住友金属鉱山株式会社（１９９１）：住友別子鉱山史下巻．
住友金属鉱山株式会社．東京．p１１１より作成

（単位：円）
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（７）井上省二氏からの聞き取りによる

（８）住友金属鉱山株式会社（１９９１）：住友別子鉱山史

下巻．住友金属鉱山株式会社．東京．ｐ６４

（９）井上氏からの聞き取りによる

（１０）井上省二氏からの聞き取りによる

（１１）井上省二氏からの聞き取りによる

（１２）住友金属鉱山株式会社（１９９１）：住友別子鉱山史

上巻．住友金属鉱山株式会社．東京．ｐ４６６

（１３）住友金属鉱山株式会社（１９９１）：住友別子鉱山史

上巻．住友金属鉱山株式会社．東京．ｐ４３２

（１４）新居浜市（１９９６）：歓喜の鉱山～別子銅山と新居

浜～．新居浜市．愛媛．ｐ１１１

（１５）別子銅山記念館（１９７８）：別子鉱山鉄道略史．別

子銅山記念館．愛媛．１２３ｐ

（１６）住友金属鉱山株式会社（１９９１）：住友別子鉱山史

下巻．住友金属鉱山株式会社．東京．ｐ２５１

（１７）伊藤玉男氏からの聞き取りによる

（１８）朝日新聞松山支局（１９７４）：別子物語．朝日新聞．

愛媛．ｐ１３６

（１９）住友金属鉱山株式会社（１９９１）：住友別子鉱山史

下巻．住友金属鉱山株式会社．東京．ｐ６５

（２０）井上省二氏からの聞き取りによる

（２１）明治３８年に第三通洞～東平～端出場～山根経由新

居浜と，坑水路が敷設された．（住友金属鉱山株式

会社（１９９１）：住友別子鉱山史下巻，住友金属鉱

山株式会社．東京．ｐ８）

（２２）井上省二氏からの聞き取りによる

（２３）井上省二氏からの聞き取りによる

（２４）秋山義隆氏からの聞き取りによる

（２５）住友金属鉱山株式会社（１９９１）：住友別子鉱山史

別巻．住友金属鉱山株式会社．東京．ｐ１４１

（２６）平塚正俊（１９４１）：別子開坑２５０年史話．株式会社

住友本社．大阪．ｐ３７４

（２７）住友金属鉱山株式会社（１９９１）：住友別子鉱山史

上巻．住友金属鉱山株式会社．東京．ｐ１６５

（２８）井上省二氏からの聞き取りによる

（２９）下中弘（１９８８）：世界大百科事典２０．平凡社．東

京．ｐ４５４

（３０）井上省二氏からの聞き取りによる

（３１）住友金属鉱山株式会社（１９９１）：住友別子鉱山史

上巻，住友金属鉱山株式会社．東京．ｐ３０９

（３２）内訳：削岩機夫７人，負夫１２人，溝切坑夫１人

（３３）井上省二氏からの聞き取りによる

（３４）住友金属鉱山株式会社（１９９１）：住友別子鉱山史

上巻．住友金属鉱山株式会社．東京．ｐ４７

（３５）合田正良（１９５７）：別子今昔物語．新居浜郷土文

化研究会．ｐ７５

（３６）住友金属鉱山株式会社（１９９１）：住友別子鉱山史

上巻．住友金属鉱山株式会社．東京．ｐ３１９

（３７）住友金属鉱山株式会社（１９９１）：住友別子鉱山史

下巻．住友金属鉱山株式会社．東京．ｐ３１８‐３１９

（３８）住友共同電力株式会社による

（３９）住友金属鉱山株式会社（１９９１）：住友別子鉱山史

下巻．住友金属鉱山株式会社．東京．ｐ３１

（４０）住友共同電力株式会社による

（４１）住友共同電力株式会社による

（４２）現在の住友共同電力株式会社の前身

（４３）住友金属鉱山株式会社（１９９１）：住友別子鉱山史

下巻．住友金属鉱山株式会社．東京．ｐ８３
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（４４）住友共同電力株式会社による

（４５）管を数える単位

（４６）小口川第三発電所のこの落差は，当時世界最高で

あり現在も国内一である．

（住友共同電力株式会社による）

（４７）住友共同電力株式会社による

（４８）住友共同電力株式会社による

（４９）株式会社マイントピア別子による

（５０）井上省二氏からの聞き取りによる

（５１）マイントピア別子を建築する際，このコンクリー

ト製の棚だけだと，保安基準をクリアしないため，

その上部に柵を継ぎ足して，このコンクリート製

の柵を残した．

（５２）井上省二氏からの聞き取りによる

（５３）芥川三平（１９９０）：別子銅山物語．正岡慶信．愛

媛．ｐ１１１

（５４）井上省二氏からの聞き取りによる

（５５）住友金属鉱山株式会社（１９９１）：住友別子鉱山史

下巻．住友金属鉱山株式会社．東京．ｐ１１５

（５６）新居浜市（１９９６）：歓喜の鉱山～別子銅山と新居

浜～．新居浜市．愛媛．ｐ１１１

（５７）住友林業株式会社による

（５８）新居浜市（１９９６）：歓喜の鉱山～別子銅山と新居

浜～．新居浜市．愛媛．ｐ１１１
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Ｐｌａｔｅ １

１

２

１．昭和初期の端出場※ ２．昭和初期の端出場※
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別子銅山産業遺産の残存状況について～新居浜市端出場周辺～

Ｐｌａｔｅ ２

４

３ ５

６ ７

８ ９

３．昭和４０年代の端出場※ ４．現在の端出場 ５．貯鉱庫 ６．貯鉱庫下

７．貯鉱庫手前のトンネル上部跡 ８．トンネル ９．大斜坑用貯鉱庫
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